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天理教教理史断章（95）

近愛文書  ⑯ 	 おやさと研究所員
安井　幹夫　Mikio Yasui

（７月号より続き）　ひとまづわ　こわきおそろしいと云ふ日も
ありた　実わ天の理へハまこと一ツの里と云ふ　一度二度三
度わミ」（110 ウ）
なゆるしてある　かわい一条からゆるしをいたるなれど　心の
里よりおこる事情　みなかなわん　此道とゆふわ　元ニハほそ
い道　所々どふとゆふものもなし　きよのところ　よふへ所
へ道ひらけたる　是一ツの台としてひろめた　だんへ道と
云ふ　是迄のところ道とゆふ　是までの所をいはらわれ　とり
はらわれ　とんな事情もある　はやなれときよとゆふ　みなそ
れへ」（111 オ）
里それへで里　心をさまりたるわ　しんじつたいと云ふ　よ
ふきゝわけ　此迄かんなんの道とをしてある　とんな日もあり
たやろ　なんでもと云ふ　世界国々それへおゝく道がついて
一ツへ兄弟の元をこしらへかけたる　兄弟と云ふ里きゝわけ
人間とゆふ元々一ツの里ヨリはしめたる　兄弟なら兄弟と云ふ
いみがなくバならん　なれと中に兄弟心かあわん物もある　み
なそれへ心より」（111 ウ）
あわせてくれ　きいたる物よりあわせてやれ　そこできいたる
里　神のじゆよふと云ふ　日々うたがい　すつきりはれてこそ
里とゆふ　身内かり物【の里ハ日々といている　日々とかして
いる　日々世界】の里を出す　元わからんからみなよせたる　
それへの心の里をあわすなら　どんな事もかなわんとわいわ
ん　兄弟といふわ今一時さとす里が兄弟の里　なるも　神なら
んも神と云ふ里わこふと云ふせいしんを」（112 オ）
さためるなら受取らんとゆわん　受取にやならん　受取はあん
しん　ミなみなあらためて定めてくれ　いまの一時とふなろふ
と　ゆふよふにならねばあとの里がわからん　あとの里かわか
らねば　さきの里がわかりそふな事ハない　よくあとへしや
んして　みな兄弟さとしよふて　さためてくれるかよい
押て願い」（112 ウ）
さあへたつねる処に　とんな事情さとしてくれにやならん　
うつとしいよふな日でも又てる事もある　かげばかりやない　
是一寸さとしておこふ
（注）　	【　】内は欄外のもの。正文と比較するとき、細かいと

ころの異同があり、脱落している語句もしばしば見受け
られる。

42　明治廿九年三月廿三日　午前二時刻
なかへあんな事でわいくもんかいへ　どふへかへつた
へ　むこふにみえたへ　なかへゑらい事してきたなあ
へ　あんな事ハ一寸にいけんでへ　ど」（113 オ）
こからとこまでゑらい事してきよつたなあ　どんなやつも　お
れひとりいふてしやつたやつが　よふはたらきよつた　そらも
ふしよへの事ハなんといふおふとも　あかんへ　となりの
やつが　ほろくそにゆいおふたのに　こんどわなかへやりよ
つたなあ　とふくやなあ　こんとの秋の大祭ハとふやろふ　ゑ
らい事やろふ　なにほつておいても　いかんならん　本部もお
なし事になりて」（113 ウ）
くれて　とおい処へゆきや　ぜにもつてゆくかとゆふてくれた
もつてゆけと　まあかりわせなんだけれど　こんとの秋にわ大
祭にわ　なんでもせいだしておいて　前日からてつたわしても

らおやないか　いこへ　とこへいたとて　あんなけつこふな
とこわ　ありやせんで　また五六年あとわ　ほろくそにぬかし
た　とこもかしこも　ゑらい事務所たてよつたなあ　おれら」

（114 オ）
のよふなものも　とをい処へゆけバ　こづかいもつていけとゆ
いよつた　とをい処の事やないで　ちかい処がわからんでへ
ウゝへへへへ

さあへもふはやいものやへ　三十年たつた　古いものわと
んならん　あちらでなくなる　こちらでなくなる　そのときち
よとまにをゝた　せかい第一　てんが第一　とやへ　なにを
ゆふやろふとお」（114 ウ）
もふた　今迄ハ其とをりなりてある　今迄ハ一日の日も　ゆつ
くりとした日かない　たのしみさしてやろ　ほかにもふないも
の　さいならとゆふで　でゝ今てハ（115 オ）

（115 ウ）空白
（注）	 刻限のおさしづである。正文と比較するとき、細かい語

句の異同が目立つ。とともに、このおさしづの全体の半
分ほどしか記載されていない。あえていえば、115 の空
白頁に残りを記載するべしであったか。

43　廿九年四月四日夜壱時刻限御咄し
もふとんならんで　あかさんで　ウワーー　さあへふでにつ
けかけへ　とふゆふ事ときかけるなら　なかいあいだ　きよ
ゆふて　きよきたものでもあろふまい　ばんじのところ　てを
つないでいかにやならん　まあよの処でこれたけの人じゆで　
いくわけあろふまいへ　さんけえをせずにいてわならん　に
んじゆの処で七十五人までいるとゆふ事」（116 オ）
ハこれまでにゆふてある　とふゆふものなら　おゝくでゝくる
ものに　わすかのにんでおくるものか　もふせきをしかけてハ
やすみへ　これまての処ハ一寸さんけいわ　しにくかろふ　
なんほいふてもとりつぎにんず　ふやす事できんか　あす日に
なつたらみなだんじおふて　あす日　席にへんとふせにやなら
ん　さんけいたけでわ受取とれん　それをはこんでこそ　さん
けいと云ふ　こんや」（116 ウ）
のさしすハゑくいさしず　ゑくいさしずやなけにやきかせん　
もふこれ　いくめなんにんわ　これまてにむもれた　あすこの
道ハ会儀ヨリなりたつみちか　会儀するからをくれる　でゝい
るものも　あす日はやくミなよびよつてしまへ　このまゝおく
れば　びいくりするよふな事てきる　できでからなにもなりや
せんで（117 オ）
（注）脱落している語句あり。

44　廿九年三月廿二日　夜八時五十分　御指図
なからくのさしづ　なにもならせんへ　さしずたのしむハさ
しづ　このくいきの里といふものハどこにある　とこにもあり
やせんで　どふなりこふなり　十年祭たつた　よふふんはりて
くれたへ　これで十年祭すゞやかてけた　ごくろふであつた
へ　さしづへ　さしつけつこふとおもふてこそ　けつこふ
へをもわんから　さしずわしやま」（117 ウ）
になるへ


